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1 ．はじめに
　私 は，2014年 6 月 2 日～21日 の 3 週 間，アメリカマサチューセッツ 州 ボストンにてBoston Children’s 
Hospital （BCH）で病院実習をさせていただきました。不安いっぱいで渡米したのですが，いざ始まってみ
ると本当に素晴らしい経験の連続で，確実に自身の成長につながりました。貴重な機会を与えてくださった
市田先生，金兼先生，山城先生はじめ，富山大学の先生方に心から御礼申し上げます。本当に本当にありが
とうございました！！
　低学年の頃より，ずっと選択実習で海外に行きたい，という思いは持っていました。しかし， 5 年になり
病棟実習が始まってみると，柄にもなく「日本語でも理解できない部分がたくさんあるのに英語で何が学べ
るのだろうか」「ましてや英語以外なんて．．．」などと消極的になり，行動に移せずにいました。また，将来
は小児科医になりたいと思っていたため，小児科に関係する分野で選択実習をしようと決めておりました。
そんなとき，小児科の先生方に頼んで北米の病院を紹介していただけるかもしれないという話を聞き，「小
児科の実習を英語圏でできる機会を逃してはいけない！」と思い，市田先生，金兼先生のところにお願いし
にうかがいました。このとき不安も多々あったのですが，思い切って行動し本当に良かったなと思っていま
す。
2 ．渡航準備
　私たちは直接ボストン小児病院の実習担当の先生とメールでやり取りし，実習日程や実習内容について詳
細を決めていきました。最終的にすべての詳細が決まったのが 2 月と遅めだったので，そこから航空券を探
したり，宿を探したりしました。細かい手続きについては省略いたしますが，わからない点はなんでも聞い
てください。実習先に保健関係など必要書類を送付し，宿泊先，航空券の手配などすべての準備が整ったの
はGW前くらいでした。
　英語については，行くことを決めた12月くらいに本格的に始めたので，準備時間が足りないのではと不安
になり，わりといろいろなものに手を出しました。スピーキングに関しては，スカイプ英会話を再開し，看
護学科など医療関係の先生を探して先天性心疾患のWikipediaを読んでディスカッション，要約，プレゼン
というのが一番よかった気がします。ネットの医療関係の記事を探してくるのもいいです。医療単語はスペ
ルを覚えても発音が謎だということが多かったのですが，意外とWikiには本格的な医療単語が多く，とて
もためになりました。仲良しの先生を見つけて毎日その先生にするととても楽しいので，おすすめです！ま
た，準備をせずに自分で自分にテーマを振って話したものを録音するという恥ずかしいこともしました．．．
リスニングはTEDをひたすら聞いていました。スクリプトもついているので，アレンジ次第でとても便利
です。医療ドラマを見るのは私にとっては難しすぎてあんまり意味なかったです。ほかには 1 週間で英単語
100倍にする～みたいな医療単語の本をやりましたが，ゼロから医療単語を始める人にとっては本当におす
すめの本です。かなり身に付きました。あとは図書館でNersonの薄いものを借りてみたり，英語の心疾患
の教科書よんだりしました。
　やはり行ってから，英語力のなさに非常に落ち込みました。少なくともリスニングは日本でも頑張れるは
ずなのでもっとやればよかったと後悔しました。英語がわからないと土俵にも立てないので本当に頑張って
ください。そして当たり前ですが，まずは日本語で医学知識を身につけなきゃ，とも思いました。
3 ．ボストン，Boston Children’s Hospitalについて
　アメリカの北東部に位置し，アメリカで最も歴史の古い街の一つだそうです。ニューイングランドの中で
も最大の都市で，同地域の経済的・文化的中心地で，大都会の一面と歴史ある一面を持ち合わせています。
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静かで落ち着いた街であり，治安もよく過ごしやすかったです。街並みがとても綺麗で，歩いているだけで
楽しい町でした。ハーバード，MITを抱える学園都市でありながら，芸術大学，多くの美術館があったり，
ボストン交響楽団があったり，レッドソックスの本拠地であったり，観光には事欠かない都市でした。
　BCHは，ハーバードメディカルスクール系列の病院で，395床の小児病院です。全米小児病院ランキング
で総合評価 1 位を獲得している病院であり，手術件数，外来患者数，職員数すべてが桁違いでした。私たち
が実習させていただいた循環器部門では，医師数110人，レジデント 5 人，学生 5 人，病棟患者数20人程度，
CICU患者20人程度いました。
4 ．実習内容
　実習は 1 ， 2 週目に病棟実習， 3 週目が
CICU実 習 でした。だいたいのスケジュール
としては， ７ 時から循環器のレクチャー，そ
の後病棟またはCICUの回診，お昼にはさら
にレジデント向けのレクチャー，午後はカテ
や手術，外来，検査などを見学して，午後 5
時ごろに帰るという生活でした。毎日 ７ 時か
らのレジデント向けの循環器レクチャーがあ
り，少人数で行われたため大変勉強になりま
した。エコー所見についてから胸痛の鑑別，
また特定の疾患にいたるまで，毎日日替わり
でAttendingが教えてくださる贅沢な時間で
した。回診では，一人一人の病室の前で前日
の様子，今日の予定について，医師のみでなく，看護師，栄養士，薬剤師，さらには患児の保護者も加わっ
て，熱心に話し合っていました。驚いたことに，レジデントが薬剤の量に関して提案すると，そのことにつ
いてAttendingがその場で「2004年の○○の大規模試験では～」というように論分を検索して示し，意見を
出していました。毎日の治療方針に関するプレゼンもエビデンスが求められることが多く，レジデントのレ
ベルの高さを感じました。また，専門化がより進んでおり，看護師や栄養士などコメディカルに意見を求め
ることが非常に多かったのも印象的でした。病棟では，急にFellowやAttendingが学生に「○○知ってる？」
と言ってレクチャーが始まったり，お昼のレクチャーでは循環器以外の病気や公衆衛生など，本当に多岐に
わたる分野の話が聞けたり，非常に教育的な病院でした。レクチャーでは，学生もレジデントも積極的に参
加しており，発言しやすい雰囲気で，より自身の成長につながったと思います。日々少しずつではあります
が，レクチャーで発言したり，回診で質問したり，学生同士でディスカッションしたり，成長できるよう目
標を決めていました。さらに，最先端の病院ならではの新しい試みや日本ではまだ認可されていない機器を
みることができ，楽しかったです。当たり前のようにcardiac MRIという動画のMRIが出てきて唖然となり
ました。
　ほかにもさまざまな体験をさせていただきましたが，伝えたいことが多すぎてもはやきりがないのでこの
辺にしておきます。市田先生のお友達である，Dr.Newburgerはとても気さくな楽しい方で，非常に優しく
してくださりました。また，学生担当のDr.Banka，病棟のTrangのおかげで，いい意味で忙しく有意義な
実習になりました。この場を借りて御礼申し上げます。
5 ．ボストン・アメリカでの生活
　ボストンではアメリカの他の都市から来ている大学生と山𥔎さんと 4 人でルームシェアしていました。ア
メリカの女の子たちは明るい，とても可愛い 2 人で，一緒に遊びに行ったり部屋で踊ったりカリカリ梅に嫌
な顔されたりしたのはいい思い出です。ボストンはとにかく物価が高かったので，平日はスーパーで買った
食材で自炊をしていました。宿泊先にもよりますが，キッチン付きなら簡単な食器持っていくと便利かもし
れないです。サミエルアダムス毎日飲んでました！地下鉄が非常に発達しているので市内交通は困らなかっ
たです。
　持ち物については，まず，病院ではパソコンを自由に使わせてもらえるので，調べ物は皆インターネット
↑ラウンドの様子
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でしており，教科書はまったく必要なかったで
す。重いだけなので持っていくならタブレットに
入れていけばいいと思います。また，BCHでは，
白衣を着ているのは教授クラスだったので，白衣
やスクラブも実際必要ありませんでした。（事前
にメールで 白 衣 はなくてもいいよと 言 われては
いました。）あとは，富山よりかなり寒いので，
厚手のもの一枚あるとありがたいと思います。私
は最後の方にSDカードの容量がいっぱいになっ
てしまったので，ちゃんと 空 にしていくか 予 備
持っていくといいと思います。でも何でも買える
ので，忘れても全然大丈夫でした。
　週末は毎週のように観光をしました。ボストン
市内は歩きつくせると思い，欲張ってNYCやナイアガラの滝まで行ってしまいましたが，実際はボストン
もまだまだ行きたい所がありました…ハーバード，MIT，美術館は必須です！ニューイングランド地方は
シーフードが有名で，クラムチャウダーやロブスター，牡蠣など食事も非常に楽しめます。また，チャイナ
タウン，リトルイタリー，コリアンタウンがあり，世界各地の料理が楽しめます（笑）また，ボストンから
NYCはバスで 4 時間くらい，往復50ドルくらいなのでぜひ行ったらいいと思います。 1 泊 2 日でめっちゃ
楽しめました！ナイアガラはバスで行ったのでとても遠かったですが，人生で上位に入る感動が味わえま
す。心からお勧めします。お金があれば飛行機ですぐです！ほかにもトランジット地のL.A.でもたくさん遊
びました。せっかく遠い地まで行くので，病院実習以外にもその土地を味わってきたらいいと思います。遊
ぶ情報はたくさん持っているので，なんでも聞いてください！
6 ．おわりに
　何度も言いますが，本当に貴重な経験でした。私自身，日本で実習を行った方が勉強になるし，自分のた
めになるのでは，と悩んでいましたが，この留学に向けて，勉強したり，英語でメールのやり取りをしたり，
準備すること自体自分の成長につながったのではないかと思います。さらに，病院実習ではレクチャーが多
く，スタッフ皆教育的であったので，循環器以外を学ぶ機会も多々あり，国試対策としても後れを取らない
と思います。医学知識以外にも，BCHの医師たちの働き方，患児・家族への接し方，チーム医療のあり方，
保険制度，宗教など考えさせられ，学んだことは数えきれないほどです。まったく英語にも医学知識にも自
信のない私が，なんとか生き延びることができたので，迷っている方は自信をもってチャレンジしたらいい
と思います。
　最後に，繰り返しになりますが，市田先生はじめ，富山大学のすべての先生方，BCHの先生方・学生たち，
そして山𥔎さんに心から感謝しております。本当にありがとうございました。
（↑ルームメイトと）
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